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株式会社 Hakuhodo DY ONE 

  



貸 借 対 照 表 
（令和７年３月31日現在） （単位：百万円）  

資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

 
流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

前 払 費 用 

グループファイナンス預け金 

立 替 金 

仮 払 金 

 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 設 仮 勘 定 

 

投 資 そ の 他 の 資 産 

関 係 会 社 株 式 

差 入 保 証 金 

繰 延 税 金 資 産 

 
s 

 
22,936 

2,438 

2,493 

73 

17,926 

3 

0 

 

21,622 

9 

9 

 

21,613 

20,596 

744 

271 

 
 

流 動 負 債 4,657 

買 掛 金 - 

未 払 金 3,254 

未 払 法 人 税 等 858 

預 り 金 128 

未 払 消 費 税 等 416 

  

固 定 負 債 36 

役 員 退 職 引 当 金 36 

  

負 債 合 計 4,693 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 39,864 

資 本 金 100 

資 本 剰 余 金 22,621 

資 本 準 備 金 1,000 

 そ の 他 資 本 剰 余 金 21,621 

 利 益 剰 余 金 18,850 

そ の 他 利 益 剰 余 金 18,850 

     繰 越 利 益 剰 余 金 

（ う ち 当 期 純 利 益 ） 

18,850 

（3,840） 

 自 己 株 式 △1,706 

純 資 産 合 計 39,864 

資 産 合 計 44,558 負 債 純 資 産 合 計 44,558 
 

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。） 
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個別注記表 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１．資産の評価基準及び評価方法 

  有価証券の評価基準及び評価方法 

  子会社株式 

移動平均法による原価法を採用しております。 

  

 

２．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

  

（税効果会計に関する注記） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（繰延税金資産）   

概算未払金 192 百万円 

減価償却費超過額 0 百万円 

未払事業税 78 百万円 

繰延税金資産小計 271 百万円 

評価性引当額 - 百万円 

繰延税金資産合計 271 百万円 

（繰延税金負債）   

その他有価証券評価差額金 - 百万円 

繰延税金負債合計 - 百万円 

繰延税金資産の純額 271 百万円 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

１．親会社  

種 類 
会社等の 

名称 

資本金又

は出資金 

(百万円) 

事 業 の 

内 容 

又は職業 

議 決 権 等 

の 所 有 

( 被 所 有 ) 

割 合 

関 係 内 容 

取引の内容 
取 引 金 額 

(百万円) 
科 目 

期末残高 

(百万円) 
役員の 

兼任等 

事 業 上 

の 関 係 

親会社 

㈱博報堂

DYホール

ディング

ス 

10,790 

広告主等に対

しマーケティ

ング・コミュ

ニケーション

サービス全般

の提供を行う

子会社の経営

管理等 

（被所有） 

直接100.0％ 

役員 

３名 

経 営 指 導

等 、 資 金

の貸借 

グループファ

イ ナ ン ス 

( 注 ) 1 

 

受 取 利 息 

( 注 ) 2 

3,346 

 

 

47 

 

グループファイ

ナ ン ス 預 け 金  

( 注 ) 1 

 

― 

 

 

17,926 

 

 

― 

 
（注）１．グループファイナンスによる利率については、市場金利を勘案して決定しております。なお、 

この取引に係る金額については、反復かつ継続的に行っているため記載を省略しております。 

２．資金の貸付については、貸付利率は市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 
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２．子会社等 

種 類 
会社等の 

名称 

資本金又

は出資金 

(百万円) 

事 業 の 

内 容 

又は職業 

議 決 権 等 

の 所 有 

( 被 所 有 ) 

割 合 

関 係 内 容 

取引の内容 
取 引 金 額 

(百万円) 
科 目 

期末残高 

(百万円) 
役員の 

兼任等 

事 業 上 

の 関 係 

子会社 

デ ジ タ

ル・アド

バタイジ

ング・コ

ンソーシ

アム(株) 

4,031 

メディアサー

ビ ス 事 業 、

DAS事業、オ

ペレーション

サービス事業 

（所有） 

直接100.0％ 

役員 

４名 

経 営 指 導

等 、 資 金

の 貸 借 、

役 員 の 兼

任 

業務受託収益 

 

業 務 受 託 に 

関 わ る 費 用 

 

受 取 配 当 金 

12,952 

 

 

12,674 

 

876 

売 掛 金 

 

 

未 払 金 

 

― 

1,578 

 

 

1,504 

 

― 

子会社 
㈱ ア イ

レ ッ プ 
550 

リスティング広

告、SEO、Web解

析などのSEM関

連サービス事業 

（所有） 

直接100.0％ 

役員 

４名 

経 営 指 導

等 、 資 金

の 貸 付 、

役 員 の 兼

任 

業務受託収益 

 

業 務 受 託 に 

関 わ る 費 用 

 

受 取 配 当 金 

7,874 

 

 

5,072 

 

1,730 

売 掛 金 

 

 

未 払 金 

 

― 

914 

 

 

387 

 

― 

（注）上記の金額のうち取引金額は消費税等を含めておりません。 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１株当たり純資産額 665円06銭 

１株当たり当期純利益 64円06銭 

 

（重要な後発事象に関する注記） 

吸収合併 

当社は、令和７年２月１２日開催の取締役会において、令和７年４月１日を効力発生日と

して、当社を存続会社、デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社、株式会社

アイレップを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことを決議し、令和７年４月１日で吸

収合併いたしました。 

 

１. 合併の目的 

本合併により、リソースの集約とオペレーション体制の強化を行うことで、競争力の強化

と同時に生産性の向上および収益力の強化を実現し、業界随一のデジタルマーケティング事

業会社となることを目指すものであります。 

 

２. 合併の要旨 

(１)  合併の日程 

 合併契約承認取締役会 令和７年２月１２日 

 合併契約締結日 令和７年２月２０日  

 合併期日（効力発生日） 令和７年４月１日 

 

(２)  合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式とし、デジタル・アドバタイジング・コンソーシ

アム株式会社と株式会社アイレップは、令和７年４月１日をもって解散しました。 

 

(３)  合併に関わる割り当ての内容 

デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社と株式会社アイレップは当社

完全子会社であるため、本吸収合併による新株の発行及び合併交付金の支払いはありま

せん。 

 

(４)  合併の伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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３. 被合併法人の概要（令和７年３月31日現在） 

名称 
デジタル・アドバタイジング・コン

ソーシアム株式会社 
株式会社アイレップ 

事業内容 デジタルメディアビジネス全般 デジタルメディアビジネス全般 

所在地 
東京都渋谷区恵比寿 

四丁目２０番３号 
東京都港区赤坂五丁目３番１号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 田中 雄三 代表取締役社長 小坂 洋人 

資本金の額 4,031百万円 550百万円 

純資産の額 21,891百万円 9,090百万円 

総資産の額 46,211百万円 25,954百万円 

(注)記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

４. 合併後の状況 

本合併による当社の商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算

期に変更はありません。 

 

５. 会計処理の概要 

本合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13日）及び

「企業結合会計基準事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 

平成 25 年９月 13日）に基づき、共通支配下の取引として処理いたします 

 

以上 


